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非対称オキシラン環化合物の開裂反応では， オキシラン環の開裂位置の相違により (A) ， (B) 















































8 置換グリシド酸をアミノで開裂するとオキシラン環の α 位か，。位かのいずれの炭素が親













る場合には生成物は ß-アミノーαーオキシ酸が例外なく優先的に生成した。これに反し， ß 位に電
子吸引性のフェニJレ基が結合した ß- フェニノレグリシド駿ではナトリウム塩および酸アミドいず
れの場合にも ß-アミノーαーオキシ酸が優先生成した。
また，グリシド酸類の開裂を光学活性 S(ー)一フェニノレエチルアミンを用いて行ない， 光学分
割のおこらぬよう注意して生成物を精査した結果，グリシド酸類のカノレボキシノレ基がイオン化し
うるときだけ，すなわちアミンと塩を作りうる場合だけ不斉反応が起り，光学活性 (D系)オキ
シアミノ酸が部分不斉合成されることを認めた。
以上の諸事実は乙の開裂反応が立体効果よりも電子的効果によって強く影響されることを示す
ものとして若干考察を加えた。
以上，二川君の研究はグリシド酸類のアミン類による開裂を系統的に研究して置換基と開裂方
向の聞に規則性を見出したもので，有機合成および反応の化学に貴重な知見を提供したものであ
って理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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